




























1.目的 

小児科を始めとする一般病院においては,将来重症心身障害に至ることが予見されながら,

あるいはすでに障害が固定しながら長期に渡り治療を受けている小児(以下長期入院心身

障害児と略す)が多数入院していることが知られている。このような小児の病態は非常に複

雑かつ重度であるため,その治療には高度の医療設備や多数の医療スタッフを要している

ものと考えられる。とこらが,その療育については,治療環境が一般病院であるため医療が

優先されたり医療スタッフが障害児療育について不慣れであることなどから,満足すべき

状況にはないことが推測される。従来,重症心身障害児の医療と療育はその専門機関である

重症心身障害児施設(以下重症児施設と略す)に委ねられてきた。しかし,近年になって障害

の重度化が進み,高度の医療技術や多様な医療スタッフを要するような心身障害児の入院

治療を重症児施設で引き受けることが困難になってきているようである。このように,医療

機関と重症児施設との間には大きな隔たりがあり,このままでは長期入院心身障害児の療

育的ケアが取り残されてしまう危惧がある。以上のことから,医療機関と重症児施設との連

携を促進し,長期入院心身障害児のための早期療育的介入を可能にするシステムを構築す

ることは急務であると考えられる。 

この研究では,以上のような視点に立って,札幌市及び近郊都市内の主要病院に入院してい

る長期入院心身障害児の医療や療育などの実態を調査し,このような障害児のための早期

療育的介入への手がかりやそのための重症児施設の役割について探ることを目的とした。 


